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■
「
令
和
５
年
木
材
需
給
表
」

の
公
表

～
総
需
要
量
は
減
少
、
木
材
自
給
率
は
４
２

９
％
に
増
加
～

林
野
庁
は
、
こ
の
ほ
ど
令
和
５
年
（
２
０
２

３
年
）
の
我
が
国
の
木
材
需
給
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
集
約
・
整
理
し
た
「
令
和
５
年
木
材
需
給

表
」
を
公
表
し
た
。（
以
下
の
需
要
・
供
給
量

は
丸
太
換
算
で
表
示
。）

１　

木
材
需
要
の
概
要

（
１
）
総
需
要

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
に
お
け
る
木
材

の
総
需
要
量
は
、
７
９
、８
５
３
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
５
、２
１
６
千
㎥
（
６
・
１
％
）
減
少

し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
５
９
、３
６
９
千
㎥

で
前
年
に
比
べ
８
、１
２
５
千
㎥
（
12
・
０
％
）

の
減
少
、
燃
料
材
が
２
０
、２
９
３
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
２
、９
２
８
千
㎥
（
16
・
９
％
）
の

増
加
、
し
い
た
け
原
木
が
１
９
１
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
18
千
㎥
（
８
・
６
％
）
の
減
少
と
な
っ

た
。

（
２
）
国
内
消
費

国
内
消
費
量
は
、
７
６
、４
５
８
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
５
、５
６
９
千
㎥
（
６
・
８
％
）
減

少
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
５
５
、９
７
９
千
㎥

で
前
年
に
比
べ
８
、４
７
８
千
㎥
（
13
・
２
％
）

の
減
少
、
燃
料
材
が
２
０
、２
８
８
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
２
、９
２
７
千
㎥
（
16
・
９
％
）
の

増
加
、
し
い
た
け
原
木
が
１
９
１
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
18
千
㎥
（
８
・
６
％
）
の
減
少
と
な
っ

た
。

（
３
）
輸
出

輸
出
量
は
、
３
、３
９
５
千
㎥
で
前
年
に
比

べ
３
５
３
千
㎥
（
11
・
６
％
）
増
加
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
丸
太
が
１
、
５
９
５
千
㎥

（
20
・
５
％
）
で
前
年
に
比
べ
２
７
１
千
㎥
の

増
加
、
木
材
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
等
が
１
、３
７

１
千
㎥
（
14
・
５
％
）
で
前
年
に
比
べ
１
７
４

千
㎥
の
増
加
で
あ
っ
た
。

２　

木
材
供
給
の
概
要

（
１
）
総
供
給

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
に
お
け
る
木
材

の
総
供
給
量
は
、
７
９
、８
５
３
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
５
、２
１
６
千
㎥
（
６
・
１
％
）
減
少

し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
５
９
、３
６
９
千
㎥

で
前
年
に
比
べ
８
、１
２
５
千
㎥
（
12
・
０
％
）

の
減
少
、
燃
料
材
が
２
０
、２
９
３
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
２
、９
２
８
千
㎥
（
16
・
９
％
）
の

増
加
、
し
い
た
け
原
木
が
１
９
１
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
18
千
㎥
（
８
・
６
％
）
の
減
少
で
あ
っ

た
。

（
２
）
国
内
生
産

国
内
生
産
量
は
、
３
４
、２
５
９
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
３
３
４
千
㎥
（
１
・
０
％
）
減
少
し

た
。そ

の
内
訳
は
、
用
材
が
２
２
、９
３
０
千
㎥

で
前
年
に
比
べ
１
、２
１
４
千
㎥
（
５
・
０
％
）

の
減
少
、
燃
料
材
が
１
１
、１
３
７
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
８
９
８
千
㎥
（
８
・
８
％
）
の
増
加
、

し
い
た
け
原
木
が
１
９
１
千
㎥
で
前
年
に
比
べ

18
千
㎥
（
８
・
６
％
）
の
減
少
で
あ
っ
た
。

（
３
）
輸
入

輸
入
量
は
、
４
５
、５
９
４
千
㎥
で
前
年
に

比
べ
４
、８
８
３
千
㎥（
９
・
７
％
）減
少
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
３
６
、４
３
８
千
㎥

で
前
年
に
比
べ
６
、９
１
３
千
㎥
（
15
・
９
％
）

の
減
少
、
燃
料
材
が
９
、１
５
６
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
２
、０
３
０
千
㎥
（
28
・
５
％
）
の
増

加
で
あ
っ
た
。

３　

木
材
自
給
率

建
築
用
材
等
の
自
給
率
は
、
国
内
生
産
の
減

少
よ
り
も
輸
入
量
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
55
・
３
％
で
前
年
に
比
べ
５
・
８
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
非
建
築
用
材
等
の
自
給
率

は
、
燃
料
材
の
輸
入
が
増
加
し
た
も
の
の
、
パ

ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
の
国
内
生
産
の
増
加
等
に

令和 ５年の木材需要（供給）量
単位：千m3

用途

供給
製材用材 合板用材

パルプ・
チップ�
用材

その他
用材 燃料材 しいたけ

原木 総計

国産材 12,267 3,909 4,778 1,976 11,137 191 34,259

輸入丸太 2,611 228 4 11 0 2,854

輸入製品 6,912 3,337 23,015 320 9,156 42,740

合計 21,790 7,474 27,797 2,307 20,293 191 79,853

注）「その他用材」は、枕木、電柱、くい丸太、足場丸太等である。

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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よ
り
、
35
・
７
％
で
前
年
に
比
べ
１
・
５
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。
こ
の
た
め
総
数
で
の
自
給
率

は
42
・
９
％
で
前
年
に
比
べ
２
・
２
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。

■
第
41
回
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ

あ
い
展
開
催

東
京
都
と
（
社
）
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

（
庄
司
良
雄
会
長
）
は
10
月
５
日
（
土
）・
６
日

（
日
）、
都
内
江
東
区
の
木
場
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
を
開
催

し
た
。
今
年
は
「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か
ら
木

を
使
お
う
。
受
け
継
ご
う
。
日
本
の
文
化
、
木

の
住
ま
い
。」
が
テ
ー
マ
。
初
日
の
５
日
は
雨

天
の
た
め
開
会
の
式
典
は
中
止
さ
れ
、
近
藤
藤

嗣
実
行
委
員
長
（
新
東
京
木
材
商
業
協
同
組
合

理
事
長
）
の
開
会
宣
言
で
開
会
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
は
、
16
の
参
加
団
体
に
よ
る
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
多
数
の
参
加
者
が
木
に
触
れ
て
作

る
木
工
教
室
や
木
工
品
・
木
製
品
の
即
売
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
オ
リ
ー
ブ
等
の
苗
木
配
布

が
行
わ
れ
順
番
待
ち
す
る
親
子
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
６
日
は
天
候
も
回
復
し
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
太
鼓
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
東
京
都
木
材
市
場

買
方
組
合
連
合
会
と
東
京
木
材
市
場
協
会
は
協

同
で
木
製
の
踏
み
台
づ
く
り
や
マ
イ
箸
づ
く
り

の
体
験
、
ま
な
板
の
即
売
等
を
行
っ
た
。

■
第
69
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
開
催
東
京
木
材
市
場

（
株
）
ウ
ッ
デ
ィ
コ
イ
ケ
に
東
京
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
庄
司
良
雄
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
３
日（
木
）に
、
東
京
木
材
市
場（
株
）（
市

川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木
材
展
示

会
を
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、庄
司
良
雄
都
木
連
会
長
は
、

昭
和
31
年
に
開
始
さ
れ
た
全
優
展
の
歴
史
、
木

材
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
触
れ
、
木
力
が
広
く

世
間
に
浸
透
し
、
全
優
展
を
通
じ
て
木
材
需
要

が
拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
本
日
は
全
国

各
地
か
ら
出
品
さ
れ
た
優
良
材
の
盛
大
な
買
上

げ
を
お
願
い
す
る
と
挨
拶
し
た
。

前
日
10
月
２
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
審
査
会

に
お
い
て
は
、
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
の
岩

間
浩
一
事
務
局
長
の
指
導
に
よ
り
14
社
か
ら
出

品
さ
れ
た
製
材
品
に
つ
い
て
、「
寸
法
、
技
術
、

表
示
・
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
等
の
項
目

に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
特
に
品
質

に
優
れ
、製
材
技
術
が
高
い
製
品
が
選
ば
れ
た
。

表
彰
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。

①
都
知
事
賞
：（
株
）
ウ
ッ
デ
ィ
コ
イ
ケ

②
都
産
業
労
働
局
長
賞
：
東
北
木
材
（
株
）、

（
有
）
高
林
材
木
店
、
影
山
木
材
（
株
）、
協

和
木
材
（
株
）、（
株
）
佐
川
産
業

③
都
木
連
会
長
賞
：（
株
）
沓
澤
製
材
所
、
二

■
東
京
湾
針
葉
樹
製
品
在
庫

増
加
傾
向
続
く

東
京
湾
の
輸
入
針
葉
樹
製
品
（
製
材
と
集
成

材
）
の
在
庫
量
は
、昨
年
は
減
少
が
続
い
た
が
、

今
年
に
入
り
増
加
に
転
じ
、
９
月
ま
で
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
日
本
木
材
輸
入
協
会
（
東

京
江
東
区
）
の
と
り
ま
と
め
に
よ
る
と
、
９
月

末
の
在
庫
量
は
12
万
８
千
８
百
㎥
と
な
っ
た
。

９
月
末
の
樹
種
別
の
在
庫
量
を
み
る
と
、
米
加

材
が
３
万
９
千
９
百
㎥
が
減
少
（
前
月
比
９
百

㎥
減
）
し
た
の
に
対
し
、
欧
州
材
が
６
万
４
千

９
百
㎥
（
前
月
比
３
千
７
百
㎥
増
）、
ロ
シ
ア

材
が
２
万
４
千
㎥
（
前
月
比
４
千
６
百
㎥
増
）

と
増
加
し
た
。

木
造
住
宅
の
８
月
の
新
設
着
工
戸
数
は
３
万

９
千
７
百
戸
（
対
前
年
同
月
比
96
・
５
％
）、

今
年
の
１
月
か
ら
８
月
の
着
工
戸
数
の
累
計
は

宮
木
材
（
株
）、（
有
）
東
部
産
業
、（
株
）

野
上
製
材
所
、（
有
）
菊
池
製
材
所

表
彰
式
典
の
後
は
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ

た
。■

製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量

欧
州
・
北
米
・
ロ
シ
ア
か
ら
の
製
材
・
集
成

材
の
輸
入
量
は
、
昨
年
は
一
昨
年
か
ら
大
幅
に

減
少
し
た
が
、
本
年
に
入
り
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
本
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
の
総
輸
入

量
は
、
２
、９
３
１
千
㎥
で
前
年
比
28
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別
に
は
、
欧
州
か
ら

の
製
材
輸
入
量
が
１
、４
８
９
千
㎥
（
前
年
同

期
比
３
４
％
増
）、
北
米
か
ら
の
輸
入
量
が
６

５
８
千
㎥
（
前
年
同
期
比
26
％
増
）、
ロ
シ
ア

か
ら
が
３
６
５
千
㎥
（
前
年
同
期
比
14
％
増
）、

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
集
成
材
輸
入
量
が
４
１
９
千
㎥

（
前
年
同
期
比
23
％
増
）
で
あ
っ
た
。

（
出
展
：
財
務
省
貿
易
統
計
、
林
野
庁
：
木

材
輸
入
実
績
）

会場の様子

式典の様子
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29
万
３
千
３
百
戸
（
対
前
年
比
98
・
１
％
）
と

着
工
戸
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
製

品
在
庫
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

■
国
有
林
が
立
木
販
売
結
果
を

公
表国

有
林
野
事
業
で
は
、
民
有
林
に
お
け
る
適

切
な
立
木
取
引
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、
立
木

販
売
結
果
の
公
表
を
開
始
し
た
。
主
伐
箇
所
の

立
木
販
売
物
件
を
対
象
と
し
、
箇
所
ご
と
に
入

札
金
額
等
の
入
札
結
果
と
樹
種
・
直
径
・
材
積

等
の
物
件
情
報
を
一
体
と
し
て
、
令
和
５
年
と

令
和
６
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
、
月
ご
と
、
森

林
管
理
署
ご
と
に
公
表
し
た
。

全
国
の
森
林
管
理
局
の
販
売
結
果
は
次
の
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

○
住
宅
・
建
築
物
の
防
災
対
策
に
か
か
る
緊
急

支
援

・
住
宅
の
耐
震
化
支
援
等
を
緊
急
的
に
強
化

し
、
事
前
防
災
を
加
速

○
木
造
密
集
地
域
に
お
け
る
耐
震
化
支
援
の
強

化
○
緊
急
輸
送
路
沿
道
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
等
の
耐

震
化
支
援
の
強
化

○
公
営
住
宅
の
旧
耐
震
ス
ト
ッ
ク
等
の
除
却
支

援
の
強
化

２
．
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

○
防
災
拠
点
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
支
援
の
強

化
○
住
宅
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
の
モ
デ
ル
的
取

組
へ
の
支
援

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場

の
形
成

老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
を
は
じ
め
、
適
正
な

維
持
管
理
等
を
通
じ
た
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿

命
化
と
更
新
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
良
質
な

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
推
進
す
る
。

主
要
事
項

１
．
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
の
強
化

○
総
合
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
の
推
進

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
等
に
向
け
た
先
導

的
な
取
組
へ
の
支
援
の
強
化

・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン

対
策
へ
の
支
援

○
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
へ
の
融
資

２
．
空
き
家
対
策
・
郊
外
住
宅
団
地
再
生
へ
の

支
援

○
空
き
家
の
除
却
・
活
用
促
進
へ
の
支
援

○
民
間
主
体
の
郊
外
住
宅
団
地
の
再
生
支
援
の

強
化

３
．
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

○
長
期
優
良
住
宅
の
さ
ら
な
る
普
及
へ
の
支
援

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
gyoum

u/hanbai/hanbaikekka.htm
l

■
国
土
交
通
省
住
宅
局
令
和
７

年
度
予
算
概
算
要
求

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７
年
度
予
算
の
概
算

要
求
で
一
般
会
計
７
兆
３
３
０
億
円
（
前
年
比

１
・
18
倍
）、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

６
１
７
億
円
（
前
年
比
１
・
33
倍
）
要
求
し
た
。

概
算
要
求
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
、
個
性
を
い
か
し

た
地
域
づ
く
り
と
分
散
型
国
づ
く
り
を
柱
と
し

て
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
住
宅
局
関
係
の
概

算
要
求
は
２
、０
８
８
億
円
で
、
以
下
の
施
策

に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

１
．
住
ま
い
・
く
ら
し
の
安
全
確
保
、
良
好
な

市
街
地
環
境
の
整
備

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
害
を
踏
ま

え
、
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る
。

主
要
事
項

１
．
耐
震
化
の
加
速

３
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
脱
炭
素
対
策
等

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
住
宅
・
建
築
物
分
野
の
脱
炭
素
化

を
促
進
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
対
策
に
加
え
、
建

築
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
削
減
に
向

け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

主
要
事
項

１
．
省
エ
ネ
性
能
向
上
の
促
進

○
既
存
住
宅
・
建
築
物
ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進

・
公
営
住
宅
・
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援

・
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援

・
既
存
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
支
援

○
新
築
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
の
引
上

げ
２
．
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
算
定
・
評
価

の
推
進

○
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
削
減
に
向
け
た

取
組
の
推
進

・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
連
携
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ボ
ン
の
算
定
・
評
価
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
等
へ
の
支

援
３
．
木
材
利
用
の
促
進

○
木
造
建
築
物
等
の
規
制
合
理
化
に
向
け
た
基

準
整
備

○
優
良
な
木
造
建
築
物
等
の
整
備
へ
の
支
援

４
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま

い
の
確
保

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い

の
確
保
に
向
け
、
子
育
て
世
帯
等
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
実
現
や
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
を
図
る
。

主
要
事
項

１
．
こ
ど
も
・
子
育
て
対
策

東京湾針葉樹製品在庫と新設木造住宅着工戸数

10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000
45,000
50,000
55,000

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000
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180,000

1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9

2019 2020 2021 2022 2023 2024

北米材 欧州材 ロシア材 木造住宅着工戸数

（在庫m3) （着工戸数/月）
（木造着工戸数/月次）

令和 ５年度の立木販売公表結果
（主要樹種スギ８８件）

平均値 最低値～最高値

材積当たり単価（円／㎥） 3,030 1,119～8,138　

面積当たり単価（千円／ ha） 1,675 402～3,903　

面積当たり蓄積（㎥／ ha） 561 303～1,039　

　注）�1．試験設定のある人工林は除く。
　　　�2．物件材積の過半をスギが占めるものを対象とする。
　　　�3．「材積当たり単価とは、立木材積当たりの単価のこと

を指し、利用材積あたりの単価とは異なる。（例えば、
利用率75％で推計すると、平均値は4,000円程度となる。）
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○
大
規
模
公
的
賃
貸
住
宅
の
建
替
え
と
併
せ
た

子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
へ
の
支
援

○
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
等
の
子
育
て
活
用

・
子
育
て
世
帯
向
け
改
修
へ
の
支
援

○
民
間
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
子
育
て
活
用

・
子
育
て
世
帯
向
け
共
同
住
宅
へ
の
支
援

２
．
住
ま
い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

○
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
を
含
む
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
に
お
け
る
家
賃
債
務
保
証
料
等

の
低
廉
化
支
援
の
強
化

○
居
住
支
援
法
人
等
に
よ
る
居
住
支
援
活
動
へ

の
支
援

３
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー

○
既
存
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等
へ
の

支
援

５
．
住
宅
・
建
築
分
野
の
Ｄ
Ｘ
・
生
産
性
向
上

の
推
進
等

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
住
宅
・

建
築
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
等
の
新
技
術
実

装
等
を
進
め
、
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
。

主
要
事
項

１
．
Ｄ
Ｘ
等
の
推
進
に
よ
る
生
産
性
向
上

○
Ｌ
Ｃ
Ａ
算
定
等
に
必
要
な
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
導
入

の
加
速
化

○
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
住
宅
の
普
及
へ
の

支
援

２
．
建
築
行
政
手
続
等
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

○
建
築
確
認
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
よ
る
建
築
確
認
の
推
進

○
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備

※
令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
の
詳
細
は
以
下

の
国
土
交
通
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/page/

kanbo05_hy_003264.htm
l

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
の

活
用
事
例

全
市
連
が
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
は
、
木
材
や
木
材
利

用
に
つ
い
て
適
切
な
助
言
が
で
き
る
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
受
講
し
て
有
資
格
者

と
な
ら
れ
た
方
は
９
０
０
名
を
超
え
る
。
養
成

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
多
様
な
業
種
の
有
資
格

者
か
ら
の
声
を
要
約
し
て
紹
介
し
た
い
。

○
木
材
流
通
業　

再
生
可
能
な
木
材
に
注
目
が

集
ま
る
中
、
営
業
活
動
の
中
で
木
材
の
知
識
、

保
護
活
動
や
必
要
な
対
策
と
い
っ
た
こ
と
が
話

題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
資
格
が
信
頼
や
信
用
を
得
る
の
に

役
立
っ
て
い
る
。
顧
客
に
対
し
て
木
材
関
す
る

提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
際
に
、
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
で
営
業
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
講
習
会
で
得
た
知
識
は
社
内
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

活
用
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
今
後
と
も
人
材
育

成
や
営
業
活
動
に
利
用
し
た
い
。

○
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工　

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資

格
取
得
後
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
の
構
造
部
材
の
仕

様
決
定
等
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
先
方
の
希

望
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
強
度
、
乾
燥
、
普
及
、

価
格
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
、
決
定
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
設
計
士
へ
の
対
応
で
は
強
度
指
定
が

多
々
あ
る
が
、
得
た
知
識
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

打
ち
合
わ
せ
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

強
度
に
つ
い
て
既
製
品
に
な
い
も
の
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
同
強
度
以
上
の
代
替
を

提
案
す
る
な
ど
、
対
応
力
も
向
上
し
た
と
感
じ

て
い
る
。

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習

会
は
、（
公
社
）
日
本
建
築
士
会
連
合
会
の
Ｃ

Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員

は
東
京
会
場
が
40
名
程
度
、
大
阪
会
場
が
40
名

程
度
で
、
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
東
京
会
場
）
令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
）�

９
：
30
～
17
：
20
、�

２
月
８
日
（
土
）　

９
：
00
～
16
：
00　

�

（
於
）
木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場

１
―

18
―

８
）

（
大
阪
会
場
）
令
和
７
年
２
月
21
日
（
金
）�

９
：
30
～
17
：
20
、�

２
月
22
日
（
土
）　

９
：
00
～
16
：
00　

�

（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪
市
西
区

南
堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
１
日
か
ら

〈
問
合
先
〉（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１
―

７
―

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７

郊
外
に
住
ん
で
い
る
の
で
車
で
少

し
走
る
と
緑
地
な
ど
の
柿
の
実
を
見

て
秋
を
感
じ
ら
れ
る
。
公
園
の
柿
の

木
も
た
く
さ
ん
実
が
な
っ
て
い
る
。

放
っ
て
お
い
て
も
熟
し
て
落
ち
る
だ

け
で
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
が
、
勝

手
に
取
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
柿

が
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
歴
史
は
古
く
、

弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
柿
の
種
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
奈
良
時
代
に
は
栽
培
が
各
地
に
広
が
っ

た
。
当
時
は
渋
柿
し
か
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
時

代
に
今
の
神
奈
川
県
川
崎
市
で
突
然
変
異
に
よ

り
甘
柿
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
甘
柿

は
日
本
原
産
の
果
物
で
あ
る
。
甘
柿
は
江
戸
時

代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
ア
メ
リ

カ
に
伝
わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ス
ー
パ
ー
で
も
甘
柿
を
売
っ
て
い
る
が
、
カ
キ

と
呼
ば
れ
、
ｋ
ａ
ｋ
ｉ
と
表
示
さ
れ
た
り
し
て

い
る
。
学
名
も
ｋ
ａ
ｋ
ｉ
と
な
っ
て
お
り
日
本

語
が
そ
の
ま
ま
学
名
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
珍
し

い
例
だ
。
木
の
材
質
は
硬
く
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

の
ヘ
ッ
ド
に
よ
く
使
わ
れ
た
パ
ー
シ
モ
ン
は
、

ア
メ
リ
カ
原
産
の
柿
の
一
種
だ
。
木
の
根
元
付

近
の
材
が
反
発
力
が
強
い
の
で
良
い
と
さ
れ
る
。

渋
柿
は
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
渋
く
て
食
べ
ら
れ
な

い
が
、
実
は
糖
度
は
甘
柿
よ
り
高
い
。
乾
燥
し

て
タ
ン
ニ
ン
を
取
り
除
く
と
甘
い
干
し
柿
に
な

る
。
会
津
地
方
の
み
し
ら
ず
柿
は
渋
柿
だ
が
、

焼
酎
等
で
渋
抜
き
さ
れ
、
干
し
柿
で
は
な
く
柿

の
実
の
ま
ま
の
食
感
と
甘
み
が
味
わ
え
る
。
江

戸
時
代
に
は
将
軍
に
献
上
さ
れ
、
今
も
皇
室
に

献
上
さ
れ
て
い
る
。
柿
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ロ

テ
ン
を
含
み
、
二
日
酔
い
に
も
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、
全
国
の
消
費
量
は
一
人
当
た
り

年
間
４
個
足
ら
ず
と
少
な
い
。
今
年
は
も
う
少

し
こ
の
秋
の
果
物
を
楽
し
も
う
と
思
う
。

雑 記 帳


